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41鯛から430人が北京に第１回世界選手権

日本健闘金２、銀６、銅４を獲得全員入賞

第１回世界武術選手権大会は10月12～16日

に中国。北京市の首都体育館で開催され，国

際武術連盟（ＩＷＦ）に加盟する43カ国・地

域のうち41の国・地域から選手286人と関係

役員を含め計430人が参加して盛大に挙行さ

れた。

中国に次ぐ好成績

この大会で，日本は男子太極拳で伊藤亮二

選手が，また，男子剣術で広田一成選手が金

メダルを獲得した。さらに日本選手８人はよ

く健闘して，全員入賞（６位以内），銀メダ

ル６個，銅メダル４個，メダル合計12個を獲

得し，参加41カ国・地域のなかで中国に次ぐ

優秀な成績を収めた。

この大会は，1985年に設立したＩＷＦ準備

委員会が過去３回行ってきた「国際武術招待

競技大会」（85年中国。西安市，８６年天津市，

88年杭州市）の成果をもとに十分な準備期間

を設けて，昨年10月のＩＷＦ正式設立に伴っ

て開催された。

この大会が五大陸の主要国を網羅した公式

な世界選手権大会として実施され，大きな成

功を収めたことにより，武術太極拳は名実と

も国際スポーツとしての地位を確立したこと

になる。

大会の成績では中国，日本をはじめとする

アジア勢が優勢を占めた。これは87年に設立

したアジア武術連盟（ＷＦＡ）が，同年横浜

で第１回アジア武術選手権大会を開催し，８９

年香港で第２回選手権大会を，また昨年北京

での第11回アジア競技大会で武術太極拳が正

式実施競技として行われるなど，８５年以降毎

年実施された国際大会に連動して，選手強化

を図ってきた成果が表われたものと言える。

初の世界選手権で優秀な成績を収めたこと

により，第11回広島アジア競技大会での正式

実施競技化に向けて大きな弾みをつけたこと

は誠に喜ばしい。

男女16種目で熱戦

大会は10月12～14日に正式競技種目として

８種目，男女計16種目が実施された(太極拳，

南拳，長拳，剣術，刀術，槍術，根術および

三種目総合＝拳術の太極拳，南拳，長拳から

一種目，短器械の剣術・刀術から一種目，長

器械の槍術・梶術から一種目をエントリーし

て三種目の合計得点を競う）。

なお，これ以外の伝統武術は公開演技（デ

モソストレーショソ）として，正式競技と併

行して実施された。

これらの競技と公開演技は型演技の競技
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（套路競技）で，２９の国・地域から203人の

男女選手が出場した。

１５～16日には，対抗性の格闘技（散打）が

公開競技として実施され，５２kg級，５６kg級，

60kg級，６５kg級，７０kg級，７５kg級，８０kg級，

85kg級，９０kg級，９０kg超級の10階級に23の国。

地域から83人の選手（男子のみ）が出場した。

日本は散打の公開競技にはエソトリーしなかっ

た。

高レベルのアジア勢

１)選手強化の成果

長拳，器械種目，南拳でフィリピソとマレー

シアの健闘が注目された。フィリピンは政府

の強化費援助のもとで５年前から中国の一流

コーチ陣を継続して招請し，集中的な強化訓

練を行ってきた。マレーシアも３年前から同

様の強化策を採用しており，両国は今大会で

その成果を十分に発揮した。

日本は，３月の全日本競技大会で選抜指定

された強化選手を対象に６月に強化合宿を実
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施し，これらの強化選手の中から８月の全日

本選手権で日本代表の最終選考を行った。２

つの全国大会と強化合宿を経て代表選抜を行っ

たことが効を奏したと言える。

２)規定套路の成果

太極拳，南拳，長拳，器械の７種目に国際

競技用規定套路（規定演技型）が制定されて

いる。昨年の北京アジア競技大会では，参加

全選手が規定套路で競技を行った。今大会で

は規定套路が十分に定着していない国・地域

を配慮して，競技は規定套路または自選套路

（自由演技型）のいずれで演技しても良いルー

ルで行われた。

各種目の競技は日本をはじめアジア各国の

選手は全員規定套路で臨承，アジア以外の選

手は７～８割程度が規定套路，２～３割の選

手が自選套路で出場した。

自選套路で出場した欧米の選手のなかには

優秀な選手が少くなかった。これらの選手は

自分の技術と特徴に合わせて得意な動作を組

み合せた自選演技を行い，スピーディではつ

らつとした動きが観衆の注目を集めた。これ

に対して規定套路の選手は，すべて定められ

た順序の動作を行うなかで，動作の正確さ，

スピード，パワー，リズムと表現力を競うこ

とに全精力を集中して競技を行った。

自選套路の選手の演技は，一見，自由で華

やかであっても武術の基本動作の訓練が不徹

底で，荒さが目立つ結果となり，規定套路の
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◆第１回世界武術選手権大会参加国。地域◆

１．アルジェリア２．アルゼソチソ３．ベル ギ ー ４ ． ブ ラ ジ ル ５ ． イ ギ リ ス

６．ブルガリア７．カナダ８．中国９．中華台北１０．コソゴ１１．朝鮮１２．フィ

ソラソド１３．フランス１４．ガボソ１５．ドイツ１６．香港１７．イソド１８．イラソ

19．イタリア２０．日本２１．韓国２２．リビア２３．マカオ２４．マレーシア２５．モソ

ゴル２６．ネパール２７．オラソダ２８．ノルウェー２９．ペルー３０．フィリピソ

31．ポーラソド３２．ルーマニア３３．シンガポール３４．スペイン３５．スウェーデソ

36．タイ３７．アメリカ３８．ソ連３９．ベトナム４０．ユーゴスラビア４１．エジプト

優秀な演技には及ばない成績となった。

若手選手の育成強化を

同大会では，規定套路と自選套路が対比さ

れた結果，世界のレベルアップを促進するう

えで，規定套路の優位性が証明されたことに

なったと言えよう。

太極拳では，目下のところ日本のライバル

は中国に限られている。今大会では，女子太

極拳では中国を超えることができなかったが，

今後，若手の選手層の養成と強化が急務であ

る。

長拳，器械類では，ソ連選手はすべて自選

套路で出場したが，すでに十分な実力を備え

ており，規定套路に取り組めば短期間で武術

強国となる潜在力を感じさせた。

アメリカは約半数が自選套路で出場し，規

定套路の選手はまだ規定動作に対する熟練度

が及ばず，十分な実力を発揮しなかったが，

恵まれた体力と瞬発力は日本にとって，今後

大きな脅威である。

第１回世界選手権大会は多くの参加国と出

場選手を得て大きな成功と収めた。内容的に

も，中国が中心となり，日本が積極的に関与

して制定された規定套路を主体に競技が実施

され，武術が競技スポーツとしての実質を備

えて大いに発展しつつあることが証明された。

1993年にマレーシアのクアラルソプールで

開催される第２回世界選手権大会には，更に

多くの国々が集い，レベルアップした技術が

競われることになる。日本は，今大会で好成

績を挙げた成果を基礎にして，選手強化の課

題に取り組んで，世界の強敵に備えなければ

ならない。

公認審判員講習会来年２月に東京、西宮で実施

日本連盟公認審判員（１～３級）の講習会・

認定試験は，新規受講者および昇級受講者

（現在２級または３級の資格者で上級資格の

取得希望者）を対象にして，下記の２会場で

実施される。受講申込の案内は11月中に，加

盟団体に送付される予定。

なお，審判員の現級の更新手続に関する案

内も11月中に，加盟団体および本人宛に送付

される。

1992年公認審判員（新規・昇級）講習会

２月８(土)～９日（日）＝西宮市・兵庫県立

総合体育館

２月15日(土)～16日（日）＝東京・国立オ

リンピック青少年セ

ンター
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第１回避界選手権大会を振り返って

日本選手団役員の印象談

第１回世界選手権大会で好成績を収めた日

本選手団の監督(岡崎温)，ヘッドコーチ（三

代正匿），コーチ（川崎雅雄，加藤修三）の

各氏は，日本選手の健闘と今後の課題につい

て次のように語った。

◆強化合宿の成果◆

３月の全日本競技大会，６月の強化合宿，

８月の全日本選手権での最終選抜が良好に作

用して，ベストメソバーを選抜して大会に臨

めた。強化合宿の効果は大きい。選手諸君が

良く健闘し、実力を発揮して全員入賞したこ

とに敬意を表したい。

選手は国内で代表選抜に勝ち抜くために全

精力を集中し，コンディションのピークを８

月に設定している。代表選抜後，大会までの

期間内に，一定の休息を取ったうえで体力と

精神面の再調整をしなければならないが，各

選手とも職業を持ち，条件が異るので，コー

チとしてはコソディショニソグ管理が難しく，

今後の課題である。

◆精神集中と調整能力◆

過去の国際大会では，日本選手はプレッシャー

で失敗するケースが多く，特に長拳三種総合

では三種目中のどれかに失敗して順位を下げ

た。今大会では，１～２種目での小さなミス

を除き，全体として大きな失敗がなかったの

は成長といえる。

過度の精神的な緊張で失敗しないように，

コーチは選手がリラックスするよう努めた。

この結果，全員が失敗なく演技できた。しか

し，より優れた演技を行うためには，競技中

に適度な緊張を伴う精神集中が求められる。

この点で，日本選手はまだ中国，香港の選手

に及ばない。選手が現地入りしてから競技開

始までの時間のなかで，心身両面の調整能力

を養うことが求められる。

◆基礎体力とパワーアップの課題◆

長拳，南拳，器械では，日本選手は技術面

で中国のトップ選手との差を縮めてきた。動

作の正確さでは他の外国勢より優れていると

言える。しかしながら，基礎体力とパワーは

外国勢力と比べて見劣りする。

幼年期から専門的な訓練を受けてきた中国，

香港の選手はもとより，フィリピソ，マレー

シアの若い選手，欧米の黒人選手に比べて明

らかに体力，パワーが劣り，日本選手の最大

の問題である。

満場の観客を魅了する程の表現力を発揮す

るためには，十分な基礎体力と鍛え上げられ

たパワー，スピードが不可欠である。

外国勢が規定套路の動作に習熟するのは，

一定の基礎があれば比較的に短期間に解決で

きる。しかし，日本の基礎体力の課題は短期

では解決できない問題であり，計画性を持っ

て本格的に取り組まれなければならない。

開会式に集う各国代表選手団
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